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現
在
、
と
て
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
地
球
温
暖
化
。

　

私
た
ち
が
毎
日
使
う
電
気
や
自
動
車

は
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
ま

す
。
こ
の
電
気
を
作
っ
た
り
、
ガ
ソ
リ

ン
を
燃
や
し
た
り
す
る
と
き
に
発
生
す

る
も
の
が
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。

　

大
気
中
に
は
、
二
酸
化
炭
素
や
、
メ

タ
ン
ガ
ス
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
い
て
、
大
気
の

平
均
気
温
を
一
定
に
保
つ
大
事
な
役
割

を
果
た
す
、
地
球
に
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。

　

こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
す
ぎ
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
地
球
温
暖
化
が
、
世
界
中
で
異
常

気
象
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
自
然
生
態

系
を
お
か
し
く
し
た
り
、
農
業
へ
悪
影

響
を
お
よ
ぼ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
か
ら
引
き
起
こ
さ

れ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
地
球
温

暖
化
は
、
い
つ
の
間
に
か
世
界
の
国
や

人
々
が
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

平均気温

2100 年までに 1.1℃
～ 6.4℃上昇し、熱
中症患者が急増する
おそれがある

海洋

2100 年までに海面
水位が18～ 59㎝上
昇し、小さな島が水
没するおそれがある

気象現象

干ばつによる砂漠化
や、豪雨による大洪
水、土砂崩れを起こ
すおそれがある

人の健康

熱帯地域で発生して
いるマラリアなどの病
気が、地球規模で増
加するおそれがある

生態系

生態系が破壊さ
れ、一部の動植物
が絶滅する可能性
がある

農業

多くの地域で、穀物
の生産量が減少し、
食料価格の値上が
りが懸念される

温暖化による影響の一部

始
め
よ
う

地
球
に

ｅ
ｃ
ｏ
と

い
い

こ

46
億
年
前
に
誕
生
し
た
と
い
わ
れ

る
地
球
。
私
た
ち
人
類
を
含
め
、

す
べ
て
の
動
植
物
に
恩
恵
を
与
え

て
い
る
こ
の
地
球
に
、
今
、
危
機

が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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地
球
温
暖
化
が
顕
著
に
な
り
始
め
て

か
ら
、
地
球
温
暖
化
を
こ
れ
以
上
進
め

て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
世
界
中

で
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
２
０
０
５
年
２
月
に
、

先
進
国
を
中
心
に
世
界
の
国
々
の
代
表

が
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
協

議
し
、
先
進
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
を
義
務
付
け
る
「
地
球
温
暖
化

防
止
・
京
都
議
定
書
」を
発
効
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
、
議
長
国
を

務
め
た
日
本
が
「
２
０
５
０
年
ま
で
に

世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
半

減
」
を
呼
び
か
け
、
Ｇ
８
（
主
要
国
首

脳
会
議
）で
目
標
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
の
た
め
の
取
り

組
み
が
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
中
、
中

間
市
の
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

と
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
見
て
み
る
と
、

２
０
０
５
年
度
は
、
１
９
９
０
年
度
比

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
22
％
増
加
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
14
％
増
加
し
て

い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

特
段
の
対
策
を
行
わ
ず
に
、
こ
の

ま
ま
推
移
し
た
場
合
、
２
０
１
８
年
度

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
二
酸
化
炭
素

排
出
量
は
２
０
０
５
年
度
比
で
さ
ら
に

４
％
増
加
す
る
見
通
し
で
す
。

　
「
だ
れ
か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
」

と
人
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

は
一
人
ひ
と
り
が
地
球
温
暖
化
に
向
き

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
自
動
車
や
電
化
製
品
。
便
利
で
快

適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一

方
で
、
大
量
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
り
、

水
や
空
気
が
汚
染
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
環
境
へ
の
負
荷
や

影
響
が
表
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
の
ま
ま
の
生
活
で
は
、
未
来
の
子

ど
も
た
ち
に
現
在
の
環
境
を
残
す
こ
と

は
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
生
活
が
周
り
の

環
境
や
私
た
ち
自
身
に
与
え
て
い
る
影

響
を
認
識
し
、
地
球
温
暖
化
に
対
す
る

取
り
組
み
と
し
て
の
「
エ
コ
ラ
イ
フ
」

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ラ
イ
フ
は
多
種
多
様
の
た
め
、

具
体
的
な
取
り
組
み
方
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
違
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
だ
れ
も
が
意
識
的
に
ま
た

主
体
的
に
、
そ
の
人
な
り
の
一
歩
を
踏

み
出
し
て
地
球
温
暖
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「T

hink　

Globally,A
ct　

Locally

」

（
地
球
規
模
で
考
え
、
地
域
で
行
動
し
よ

う
）の
精
神
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
７
年
12
月
、
京
都
で
第
３

回
目
の
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約

国
会
議
が
開
か
れ
、
温
暖
化
を
防
止

す
る
と
い
う
人
類
共
通
の
目
的
の

も
と
に
、
先
進
国
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
目
標
な
ど
を
定
め
た
「
京

都
議
定
書
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
定
書
で
、
先
進
国
が

排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
量
を

１
９
９
０
年
と
比
べ
、
２
０
０
８
年

～
２
０
１
２
年
の
５
年
間
で
５
％

（
日
本
は
６
％
）削
減
す
る
目
標
を

掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

柔
軟
措
置
と
し
て
「
京
都
メ
カ
ニ
ズ

ム
」が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
内
で
の
単
な
る
排
出
量
削
減
を

除
く
植
林
活
動
や
、
国
外
で
の
活

動
、
削
減
量
の
国
家
間
取
引
な
ど
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
よ
り
容

易
に
す
る
た
め
の
規
定
で
す
。

－12.2％の
削減が必要

実際に削減する分－6.8％

1990年

12億6,100万トン

基
準
年

2008～2012年

目
標

2006年

13億4,000万トン

6.2％増加

11億8,600万トン

12億5,400万トン 森林が吸収する分－3.8％
開発途上国に協力して
削減する分

－1.6％

日本の削減目標と排出状況

地球に
eco と

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

地
球
温
暖
化
と
向
き
合
う

京都議定書とは

地
球
規
模
で
考
え
、
地
域
で
行
動
し
よ
う
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1990 年 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 2004 年 2005 年

（ｔ） （TJ）

49,531 48,542 50,339 48,019 48,641 50,456
56,386

583

671 654
633

674 670

709

二酸化炭素排出量
エネルギー消費量

エネルギー消費量
22％の増加
二酸化炭素排出量
14％の増加

1990年と比べ2005年は…

中間市の家庭での二酸化炭素排出量とエネルギー消費量

参考：中間市地域省エネルギービジョン

参考：こども環境白書
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始めよう
エコライフ

ちょっとした心がけでも、みんなが
取り組めば地球温暖化防止に大きな
効果が得られます。
環境を考えているみなさんの話を参
考にして、自分ができるエコライフ
を始めてみませんか。

　環境に配慮して車の運転をやめてから、私の
移動は自転車が中心です。車を利用しないエコ
な生活に子どもたちも慣れ、家族４人で自転車
で出かけることが楽しみになっています。
　環境への取り組みとしては、ごみの削減や再
利用を心がけているほかに、次代を担う子ども
たちと、本の帯を再利用したエコアートのよう
なことを所属するボランティア団体「でんしょ
ばと」で行っています。環境への意識を持つと
いう点では、子どものころからのエコ教育が大
切なことだと思います。
　最近では、地球温暖化の影響なのかすごく暑
くなりましたね。今の環境を子どもたちに残す
ことができるか心配ですが、一人ひとりが環境
のことを考えて、できることから始める必要が
　　　　　　　　　　　　　ありますね。
　　　　　　　　　　　　　　地球にやさしい
　　　　　　　　　　　　　自転車を活用して
　　　　　　　　　　　　　みませんか。風を
　　　　　　　　　　　　　切って走ると気持
　　　　　　　　　　　　　ちがいいですよ。
　　　　　　　　　　　　　みんなで中間の元
　　　　　　　　　　　　　気な風を感じてみ
　　　　　　　　　　　　　ましょう。

有馬 周子 さん
（中尾一丁目）

エコな生活に
慣れることが大切

　環境のことを考えて取り組んでいることとい
えば、米のとぎ汁を流さずに、家庭菜園に利用
していることや、少しでも二酸化炭素の排出抑
制になればと思い、太陽光ソーラーを設置した
ことですね。
　また、中間市食生活改善推進会（食進会）では、
エコクッキングを行っています。これは、食材
を無駄にせず、使い切るように料理するもので
す。それでも残ったごみはダンボール生ごみ処
理機で堆肥にしています。ごみを減量すれば二
酸化炭素の排出を抑えられますからね。
　地球環境を考えると、未来の子どもたちが笑
顔で生活できるかどうかが心配です。子どもた
ちのためにも、環境問題には一人ひとりが真剣
に向き合い、無理なく続けられることを積み重
ねていくことが大　　　　　　　　　　　　　
切だと思います。
　私たち食進会は　　　　　　　　　　　　　
エコクッキングや　　　　　　　　　　　　　
ダンボール生ごみ　　　　　　　　　　　　　
処理機の講習会を　　　　　　　　　　　　　
行っていますので、
興味がある人はご　　　　　　　　　　　　　
連絡ください。

八木 英子 さん
（上底井野）

前向きな気持ちで
始めましょう

ペットボトルのキャップも、分別すれば地球にやさしい。
市内の小中学校で回収しています。

4
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中間市の地球温暖化対策を実
現させるため、その将来像や
目標、取り組み内容などを示
すもので、中間市環境基本計
画のエネルギー・地球温暖化
部門の取り組みを推進する計
画として策定しました。平成
21 年度を初年度、平成 30 年
度を目標年度として、省エネ
ルギー対策を推進します。

中間市地域
省エネルギービジョンを

策定しました

地球にやさしい　　　エコライフ 地球温暖化防止のため、家計のためにも始めてみよう
※数字は１年間での二酸化炭素の削減量とその節約金額の目安。

地球に
eco と

� ●Nakama City Public Relations

●問 合 先　環境保全課
　☎（２４６）６２６５

　

地
球
温
暖
化
と
い
う
と
、
ス
ケ
ー
ル

が
大
き
す
ぎ
て
身
近
な
問
題
と
と
ら
え

る
こ
と
が
難
し
く
、「
自
分
た
ち
が
生

き
て
い
る
間
は
自
分
た
ち
に
影
響
は
な

い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
、
他
人
事
の
よ

う
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
球
温
暖
化
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
し
て
く
る
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
平
均
温
度
が

上
昇
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

レ
ジ
袋
を
断
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
く

て
、
い
つ
も
も
ら
っ
て
し
ま
う
と
い
う

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
必
要
な
の
は
勇
気

を
出
し
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
で
す
。

　

自
分
一
人
が
や
っ
て
も
何
も
変
わ
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り

が
意
識
し
て
始
め
な
い
と

何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
の
積
み
重
ね
こ

そ
が
地
球
を
救
う
と
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ラ
イ
フ
は
時
間
も
か
か
ら
ず
に

で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
は
エ
コ
ラ
イ
フ
が
特
別
な
こ
と
で
あ

っ
て
も
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
え

ば
日
常
的
な
ラ
イ
フ
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
で
失
わ
れ
た
環
境
を

取
り
戻
し
、
自
分
た
ち
の
子
や
孫
、
そ

の
後
の
世
代
に
、
今
以
上
の
環
境
を
残

す
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
球
の
た
め
に

行
動
す
る
の
は
今
で
す
。

佐藤 正純 さん（深坂二丁目）

福岡県地球温暖化防止活動推進員

地球のために行動するのは今

冷暖房の設定を考えよう バスや自転車を利用しよう 車のエンジンはこまめに切ろう

余分な電気の使用はやめよう水の流しっぱなしはやめよう使わないコンセントは抜こう

過度なエアコン
の機能を使用せ
ず、冷房の温度
を１℃高く、暖房
の温度を１℃低
く設定すると…

約 ��㎏の削減
約 1,800 円の節約

通勤や買い物な
どで週に２日間、
往復８㎞の車の
運転をやめてバ
スや自転車にす
ると…

約 184㎏の削減
約 9,200 円の節約

駐車や長時間の
停車で、車のエ
ンジンを切る「ア
イドリングストッ
プ」を１日５分間
行うと…

約 �9㎏の削減
約 1,900 円の節約

家族が同じ部屋
で団らんし、テ
レビや照明など、
余分にかかる電
力を減らすと…
※２割削減した場合。

約 2�8㎏の削減
約 10,400 円の節約

身体を洗ってい
る間など、シャ
ワーの流しっぱ
なしを１日に１
分間家族全員が
減らすと…

約 69㎏の削減
約 7,100 円の節約

長時間使わない
ときは、コンセ
ントを抜く習慣
をつけ、待機電
力を抑えると…
※50％削減した場合。

約 60㎏の削減
約 �,400 円の節約

中
間
市
に
１
人
の
福
岡
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
と
し
て
、
５
年

目
を
迎
え
た
佐
藤
正
純
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

参考：全国地球温暖化防止活動推進センターWebサイト
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

保険料
（ 年　額 ）

（ 年　額 ）

所得割額
被保険者

均等割額

50,935円

最高限度額

50万円総所得金額等
－33万円（基礎控除） 9.24％

所得割率×＝ ＋

支援金（現役世代の保険料）

病院などに支払う
国：県：市町村 ⇒ ４：１：１

自己負担額
支援金 約４割 約１割

公費（税金） 約５割

（ 平成 17年度 ）医療費総額
医　療

＋ この約 1割分を、被保険者の
みなさんの保険料で負担して
いただくことになります

・保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定されます。	
・保険料は、加入者一人ひとりにかかります。保険料率（被保険者均等割額、所得割率）は２年ごとに見直され、次回は平成22年度に改定されます。
※総所得金額等とは、前年中の ｢給与収入－給与所得控除｣、｢事業収入－必要経費｣、｢公的年金収入－公的年金等控除｣ などで、各種所得控除前の金額です。
◎公的年金収入のみの人で、年金額が153万円以下の場合は、所得割はかかりません。

●問合先　中間市役所健康増進課国保医療係
☎（２４６）６２４６

平成 20 年中の所得の届出に基づき、平成 21 年度の保険料額を決定しました。
７月中旬に被保険者（加入者）のみなさんへ「平成 21 年度後期高齢者医療保険料額決
定通知書」をお送りします。

保 険 料 の し く み
保険料は、平成20年中の所得金額と世帯の状況（平成21年４月１日時点の世帯。75歳になる人、福岡県外からの転入
者などはその時点を基準）を基に、本算定を行い決定します。
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■ 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
８
月
更
新
時
の
手

続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
使
用
し
て
い
る
減
額
認
定

証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
末
日
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
毎
年
８
月
の
更
新
時

に
申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成

21
年
度
か
ら
、
前
年
度
に
減
額
認

定
証
を
持
っ
て
い
る
人
の
更
新
時

の
手
続
き
は
、
原
則
不
要
に
な
り

ま
し
た
。

　

減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
平
成
21
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯
の
人
に
は
、
８

月
１
日
か
ら
の
新
し
い
減
額
認
定

証
を
７
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
人
で
新
た
に
交
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

市
役
所
健
康
増
進
課
で
の
申
請
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

印
鑑
・
被
保
険
者
証

※
そ
の
ほ
か
に
収
入
額
な
ど
を
証

明
す
る
も
の（
非
課
税
証
明
書
な

ど
）や
入
院
期
間
が
確
認
で
き
る
も

の
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

住民税非課税世帯の人は、入院中の食事の自己負担額を軽減できます

申請すれば、口座振替に変更できるようになりました

年 金 天 引 き か ら 口 座 振 替 へ 変 更 で き る

■ 

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）か
ら
口

座
振
替
へ
の
変
更
が
で
き
ま
す

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）は
、
平

成
21
年
度
か
ら
ど
な
た
で
も
申
請

す
る
こ
と
で
口
座
振
替
に
変
更
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

変
更
を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ず

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き

を
行
い
、
そ
の
後
７
月
31
日
ま
で

に
市
役
所
健
康
増
進
課
で
年
金
天

引
き
中
止
の
手
続
き
を
行
う
と
、

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
天
引
き

が
中
止
さ
れ
、
口
座
振
替
に
よ
る

支
払
い
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
保
険
料

の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
口
座
振

替
へ
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
の

と
き
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）か
ら

口
座
振
替
へ
変
更
し
た
場
合
、
社

会
保
険
料
控
除
は
、
口
座
振
替
で

支
払
っ
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
負
担
額
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
所
得
に
応
じ
た
被
保

険
者
均
等
割
額
の
軽
減
は
７
割
、

５
割
、
２
割
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
に
限
り
、
被
保
険

者
均
等
割
額
が
７
割
軽
減
と
な
る

人
は
、
８
・
５
割
の
軽
減
と
な
り
、

さ
ら
に
新
し
く
９
割
軽
減
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
」
だ
っ
た
人
は
、
被

保
険
者
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。
ま
た
所
得
割
額
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

■
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下

（
公
的
年
金
の
み
の
場
合
は
、
収
入

額
で
211
万
円
以
下
）の
人
は
所
得
割

額
が
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

従来の被保険者均等割の７割・５割・２割軽減に加え、新しい軽減措置ができました

保 険 料 の 軽 減

被保険者全員と世帯主の所得金額の
合計額が 33万円以下の人

軽減になる人の所得判定

軽減後の保険料の被保険者均等割額（年額）

15,280 円
７割軽減 （平成 21年度に限った措置）

7,640 円
8.5 割軽減

8.5 割
軽減

（平成 21年度から新設）

5,093 円
９割軽減

９割
軽減

被保険者全員と世帯主の所得金額の
合計額が 33万円以下で、被保険者
全員が年金収入 80万円以下で、ほ
かに所得がない人

限 度 額 適 用 ・ 標 準 負 担 額 減 額 認 定 証
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●問合先　総務課
☎（２４６）６２３２平成 21 年度　中間市職員採用試験

Information
からのお知らせ市

●問合先　こども育成課
☎（２４６）６２４８ご存じですか？児童扶養手当・特別児童扶養手当

■
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
で
児
童（
18
歳
に

達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
・
障

害
児
は
20
歳
未
満
）を
養
育
し

て
い
る
母
、
お
よ
び
父
親
の
身

体
に
重
い
障
害
が
あ
る
家
庭
の

母
ま
た
は
、
養
育
者
を
対
象
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
主
な
該
当
理
由

①
離
婚

②
未
婚（
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
出
産
し
た
子
で
、
認
知
、

未
認
知
に
か
か
わ
ら
ず
該
当
）

③
遺
棄（
１
年
以
上
父
親
が
同

居
せ
ず
、
生
活
費
の
仕
送
り

や
電
話
、
手
紙
な
ど
の
連
絡
、

交
流
が
一
切
な
い
状
態
）

④
父
の
拘
禁（
未
決
拘
留
期
間

を
含
め
、
１
年
以
上
が
経
過
）

⑤
父
の
生
死
不
明

⑥
父
の
死
亡（
遺
族
年
金
が
受

給
で
き
な
い
場
合
の
み
）

⑦
父
の
障
害（
障
害
年
金
１
級

と
同
程
度
の
障
害
な
ど
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
害
が
あ
る
子
ど
も
を

扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養

育
者
を
対
象
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
主
な
該
当
理
由

①
身
体
の
障
害（
身
体
障
害
者

手
帳
１
、２
級
程
度
）

②
精
神
・
知
的
障
害
な
ど（
強

度
の
て
ん
か
ん
な
ど
、
療
育

手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
程
度
）

③
内
科
的
疾
患（
主
に
結
核
症
、

呼
吸
器
や
心
臓
の
機
能
障
害
、

肝
臓
・
腎
臓
・
血
液
疾
患
な

ど
で
、
長
期
に
わ
た
る
安
静

や
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限

を
加
え
る
必
要
が
あ
る
状
態
）

　

い
ず
れ
も

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
入
所
の
場

合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

　
■
現
況
届
の
受
付
を
始
め
ま
す

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
者
の
み
な
さ

ん
は
、
こ
の
届
け
を
し
な
い
と
、

８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
２
年
間
現
況
届
を
提

出
し
な
い
と
時
効
の
た
め
、
受

給
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

受
給
者
に
は
、
７
月
末
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
予
定
日

や
持
っ
て
く
る
も
の
を
確
認
の

う
え
、
必
ず
届
け
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
・
場
所

〇
８
月
７
日
金
～
31
日
月
・
市

役
所
地
階
第
１
会
議
室

※
土
曜
、
日
曜
日
は
除
く
。

○ 

８
月
21
日
金
・
25
日
火
・
27

日
木
は
、
添
付
書
類
が
整
っ

て
い
る
人
は
、
午
後
８
時
ま

で
受
け
付
け
ま
す（
５
時
15

分
以
降
は
市
役
所
１
階
健
康

増
進
課
窓
口
で
受
付
）

●
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
一
般
事
務
職
Ａ
…
12
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ
…
３
人

○
土
木
技
術
職
…
…
１
人

○
建
築
技
術
職
…
…
１
人

○
消
防
職
…
…
…
…
２
人

※
一
般
事
務
職
Ａ
は
大
学
卒
業

程
度
、
一
般
事
務
職
Ｂ
、
土
木

技
術
職
、
消
防
職
は
高
校
卒
業

程
度
の
教
養
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間　

　

８
月
３
日
月
～
21
日
金

※
受
験
申
込
書
お
よ
び
案
内
書

は
、
７
月
10
日
金
か
ら
総
務
課

人
事
給
与
係（
市
役
所
２
階
）で

お
渡
し
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

○
一
般
事
務
職
Ａ
…
昭
和
57
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ
…
昭
和
61
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
（
た
だ
し
、
４
年
制
大
学
の

卒
業
者
お
よ
び
卒
業
見
込
み

の
人
は
除
く
）

○
土
木
技
術
職
…
昭
和
57
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
（
高
校
、
大
学
な
ど
で
土
木

課
程
を
履
修
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
平
成
22
年
３
月
ま
で

に
修
了
見
込
み
の
者
）

○
建
築
技
術
職
…
昭
和
44
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
（
た
だ
し
、
１
級
建
築
士
の

免
許
を
有
す
る
人
に
限
る
）

○
消
防
職
…
昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
受
験
で
き
な
い
人　

地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人

●
試
験
日
時
・
場
所（
一
次
試
験
）

○
日
時
…
９
月
20
日
日
・
午
前

８
時
15
分
受
付
開
始

○
場
所
…
福
岡
県
立
中
間
高
等

学
校（
朝
霧
五
丁
目
１
‐
１
）
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Topic ＆ Information

市税の納税相談を行います

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

　市税を滞納している人を対象に、今後の納
付計画などの相談をお受けします。滞納が続
くと、納税者との均衡上、財産（不動産、給与、
預金など）の差し押さえを行うこともありま
すので、ご注意ください。
● 日 時　７月27日月～ 31金・午前９時～
　午後５時
●場 所　収納課（本館１階４番窓口）
●持ってくるもの　印鑑、催告書

　移動献血車がやって来ます。慢性的に生
血が不足していますのでご協力ください。
● 日 時　７月31日金・午後12時30分～
　４時
●場 所　市役所正面玄関横

●期 日　９月９日水～ 10日木
●場 所　筑豊ハイツ（飯塚市仁保８‐30）
●受付期間　８月３日月～ 28日金
●受講料　6,000円（テキスト代含む）
※ 申込書は消防署にあります。また、財団
法人日本防火協会のホームページからダウ
ンロードできます。
○ホームページ　http://www.n-bouka.or.jp/

　道具を使って音楽に合わせ、親子で体を動
かしませんか。心身をリフレッシュしましょう。
●日 時　８月11日火、18日火・午前10時30
分～ 11時30分
●場 所　子育て支援センター
● 対象・定員　２歳～就学前の子どもとそ

の保護者・15組程度
●参加料　１組200円

●問合先　子育て支援センター☎（２４５）５５５７

●問合先　収納課☎（２４６）６２３７

献血にご協力ください

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
（
２
４
６
）
２
３
２
１

男
女
共
同
参
画
講
座

「
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
い
、支
え
あ
い
」

　

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
、
軽
快
で
楽
し

い
お
話
を
聞
い
て
、
男
女
が
共
に
生
き
、

支
え
あ
え
る
元
気
な
ま
ち
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

８
月
１
日
土
・
午
後
１

時
30
分
～

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
講

師　

林
田
ス
マ
さ
ん

　
（
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
館
長
）

●
入
場
料　

無
料

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●問合先　市民協働課☎（２４６）２０１７

平成 21 年度甲種防火管理講習会を開催

●
問
合
先　

学
校
教
育
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
２

～
お
子
さ
ん
の
幸
せ
を
願
っ
て
～ 

教
育
相
談
を
行
い
ま
す

　

中
間
市
教
育
委
員
会
で
は
、
心
や
身

体
の
発
達
に
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん
の

現
在
の
状
態
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
の
能
力
や
適
性
が
十
分

に
伸
ば
せ
る
よ

う
に
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
や

小
・
中
学
生
を

お
持
ち
の
保
護

者
を
対
象
に
教

育
相
談
を
行
い

ま
す
。

　

専
門
の
先
生
が
個
別
に
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
気
が
か
り
が
あ
れ
ば
、
こ

の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

８
月
３
日
月
、
７
日
金
・

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
順
番
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
場

所　

市
役
所
３
階
・
第
１
会

議
室

●
申
込
締
切　

７
月
24
日
金

●
相
談
内
容

〇
日
常
の
家
庭
生
活
で
悩
ん
だ
り
、
困

っ
た
り
し
て
い
る
こ
と

〇
幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校
な
ど
で
心

配
な
こ
と

〇
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
関
す
る
こ
と

〇
入
学
、
進
学
な
ど
に
関
す
る
こ
と

●
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
４
５
）
５
５
５
７

く
る
り
広
場
で

保
育
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

親
子
で
自
由
に
遊
べ
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
く
る
り
広
場
に
は
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
遊
ぶ
の
が
好
き
な
人
、
一

緒
に
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

間　

７
月
21
日
火
以
降
の
月

曜
、
火
曜
、
木
曜
、
金
曜
日
・
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
の
間
で
２
時
間

程
度

●
場

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
く
る
り
広
場
）

●
対
象
者　

中
学
生
～
大
学
生

※
男
女
問
わ
ず
１
日
２
～
３
人
程
度
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み●問合先　中間市消防署☎（２４５）０９０１

３B 体操でリフレッシュ

※事前申し込みが必要。

Information
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ま ち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

平成 21 年春の褒章受賞者が発表され、長年にわたり地
域社会に貢献したとして泉さんが藍綬褒章を受章しま
した。泉さんは、消防団員として 43 年にわたり防災・
防犯活動などに努め、３年前からは団長を務めています。

「受章は嬉しかった。地域密着の消防団として、これか
らも安全安心のために尽力したい」と話しました。

地域社会活動に尽くした 43 年
泉守さん（垣生）が藍綬褒章を受章

市内ボランティア団体などの協力を得て、曲川の河川敷
を清掃しました。地域の川をきれいにしたいという思い
を持つ総勢約 120 人が参加し、２トントラック２台分、
軽トラック１台分のごみを回収しました。参加者同士が
交流を図るとともに環境意識の向上にもつながるこの清
掃に、次回はみなさんも参加してみませんか。

地域の川を美しくしたい
６月７日・第５回曲川清掃

中間小学校で、第１バイオリン・第２バイオリン・ビオ
ラ・チェロの弦楽四重奏者によるコンサートが開催され、
５年生と６年生が興味深げに聴き入っていました。各楽
器の紹介やヴァイオリンの演奏体験などもあり、貴重な
時間を過ごした中で、音を楽しむことのすばらしさを感
じることができたのではないでしょうか。

すてきな音色だね
６月１日・出前コンサート～学校に演奏家がやってきた～
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みなさんの生活に役立つ情報が満載の「中間市暮らしの
便利帳」ができあがりました。

デザインを一新して完成
中間市暮らしの便利帳

Topics

５月 22 日に松下俊男市長から諮問を受けた中間市政治
倫理審査会（会長 中尾寿子さん）が、意見書を提出し
ました。

公正で開かれた市政のために
６月 22 日・市長等及び議員の資産等報告書等と意見書を提出

市長、副市長および市議会議員から提出された「資産等報告書等」（市長
以外は税等の納付状況報告書）と今回提出された意見書を閲覧できます。
●閲 覧 期 間　７月１日から５年間（閉庁日を除く）
●閲 覧 場 所　情報公開室（市役所本館２階）
●閲 覧 時 間　午前８時 �0 分～午後５時 1� 分
※意見書は、中間市のホームページでも閲覧できます。
●問 合 先　総務課文書法制係　☎（２４６）６２３２

自分の体力を知り、運動習慣を身
につけることを目的にした高齢者
向け体力測定が保健センターで開
催され、上体起こしや６分間歩行
などが行われました。参加した山
口熊男さん（岩瀬二丁目）は「これ
からは、自分にあった運動をして
いきたい」と話しました。

講師に重永侑紀さん（ＮＰＯ法人
にじいろＣＡＰ代表理事）を迎え
た男女共同参画講座は、参加者同
士の会話を交えながら行われまし
た。重永さんは「子どもには大切
な３つの権利として、『安心』『自
信』『自由』を伝えることが重要で
す」と参加者に語りかけました。

子どものこと考えて
６月 10 日・男女共同参画講座

体力にあった運動を
６月 12 日・高齢者向け体力測定

福岡県消防救助技術大会が福津市
の福岡県消防学校で開催されまし
た。県下 21 の消防本部から、消
防隊員約 400 人が参加。中間市消
防本部からは木下チームが、３人
１組で要救助者を救出後に脱出す
るロープブリッジ救出（連携）の部
で、九州大会出場を決めました。

訓練の成果を発揮
６月 12 日・福岡県消防救助技術大会

佐藤さんが５月にフランスで開催された柔道の国際大
会に出場し、78㎏級で優勝しました。小学１年生で柔
道を始めてから現在まで、全国優勝を果たすなどの大
活躍。全日本柔道連盟のシニア強化選手にも選ばれて
いる佐藤さんは「ロンドン五輪出場をめざし、勝ちを重
ねていきたい」と抱負を語ってくれました。

めざすはロンドン五輪
佐藤瑠香さん（通谷六丁目）
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　市民協働課☎（２４６）２１８４

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
を
！

　

中
間
市
で
は
、
平
成
20
年
度
の
一

般
可
燃
ご
み
の
減
量
目
標
を
平
成
17

年
度
比
15
％
に
設
定
し
て
い
ま
し

た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
約
９
％
ま
で
達
成
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
処
理
費
用
に
換
算
す
る

と
、
約
２
、５
０
０
万
円
節
約
で
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
17
年
度
比
20
％
と
、

さ
ら
に
高
い
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
方

法
を
再
確
認
の
う
え
、
引
き
続
き
ご

み
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
ご
み
は
水
切
り
を
！

　

生
ご
み
の
約
８
割
は
水
分
で
す
。

水
切
り
を
せ
ず
そ
の
ま
ま
ご
み
袋
に

入
れ
る
と
、
そ
の
水
分
も
ご
み
に
な

っ
て
し
ま
い
、
重
さ
で
決
ま
る
処
理

費
用
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

生
ご
み
出
す
と
き
は
必
ず
、「
ぎ
ゅ

っ
」
と
水
切
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

分
別
の
徹
底
を
！

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
身

の
周
り
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
商
品

が
多
す
ぎ
る
た
め
か
、
分
別
の
仕
方

に
迷
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

収
集
さ
れ
た
家
庭
ご
み
の
中
身
を

見
る
と
、
可
燃
ご
み
袋
の
な
か
に
プ

ラ
容
器
包
装
が
混
在
し
て
い
た
り
、

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５

逆
に
プ
ラ
容
器
包
装
ご
み
袋
の
中
に

生
ご
み
や
紙
類
が
入
っ
て
い
た
り

と
、
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

混
入
物
が
多
い
指
定
ご
み
袋
は
収

集
業
者
が
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
再

度
「
家
庭
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

で
分
別
方
法
を
確
認
し
、
朝
８
時
ま

で
に
ご
み
出
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
か
ら
の
資
源
物
は

地
域
の
資
源
回
収
へ

　

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
布
・

空
き
缶
の
資
源
物
は
、
地
域
の
資
源

回
収
団
体
に
回
収
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ご
み
の
減
量
・
ご
み
処
理
費
用
の

減
額
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

回
収
量
に
応
じ
て
市
か
ら
の
奨
励
金

が
団
体
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は

拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
ト
レ
イ
、
紙

パ
ッ
ク
は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
排
出
す

る
と
、
た
だ
の
ご
み
に
し
か
な
り
ま

せ
ん
が
、
分
別
し
、
資
源
ご
み
と
し

て
排
出
す
れ
ば
貴
重
な
資
源
と
な
り
、

さ
ら
に
処
理
経
費
の
削
減
に
も
な
り

ま
す
。
市
内
の
公
共
施
設
や
ス
ー
パ

ー
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
拠
点
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
と
、
無
料
で

処
分
で
き
ま
す
。

※
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
は
「
家
庭
ご
み
分

別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ト
ラ
ブ
ル
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
事
例
１　

突
然
届
い
た
メ
ー
ル
に
通

話
料
無
料
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
電

話
し
た
ら
登
録
手
続
き
の
話
に
な
っ
た

の
で
電
話
を
切
っ
た
。
そ
の
後
、「
至

急
連
絡
を
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
入
り
電

話
す
る
と
「
利
用
規
約
に
は
電
話
が
つ

な
が
っ
た
時
点
で
登
録
に
な
る
。
○
万

円
支
払
え
」
と
言
わ
れ
た

●
事
例
２　

パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
の
「
入
り

口
」を
押
し
た
だ
け
で
自
動
登
録
さ
れ
、

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た

●
ア
ド
バ
イ
ス　

電
子
契
約
法
で
は
、

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ

ブ
ル
の
増
加
に
伴
い
、
登
録
の
際
に
消

費
者
が
申
し
込
み
の
意
志
を
確
認
で

き
る
画
面
を
設
定
す
る
こ
と
や
、
申
し

込
み
の
前
に
内
容
を
確
認
し
、
訂
正

で
き
る
画
面
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す

○
無
料
と
い
う
表
示
に
は
気
を
つ
け
、
安

易
に
開
か
な
い

○
サ
イ
ト
を
開
い
た
だ
け
で
料
金
が
発
生

す
る
こ
と
は
な
い

○
困
っ
た
と
き
は
、
警
察
署
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

視覚障害者の情報入手方法の一つとして、点字が
あります。点字は縦３点横２点の６つの点を組み合
わせて表示します。私たちは、図書の点訳をしたり、
点字学習の手伝いをしたりして、楽しみながら活動
しています。以前は点字器を使っていましたが、最
近はパソコンを使い、６点・かな・ローマ字それぞ
れの入力方法で、簡単に点訳出来るようになりまし
た。毎月第４日曜日にハピネスなかまで活動してい
ますので、一度見学にいらっしゃいませんか。

中間点字の会「えくぼ」

平成21年度のもえるごみ搬入量は、対17年
度比20％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

21 年度 17 年度 差（21 年度－ 17 年度） 減量率

５　月 1,1��,610㎏ 1,�11,710㎏ △ 1�8,100㎏ 12.1％

累　計 2,17�,4�0㎏ 2,�04,160㎏ △ ��0,7�0㎏ 1�.2％

もえるごみ搬入量状況
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第
52
回
福
岡
県
民
体
育
大
会

陸
上
競
技
の
選
手
募
集

　

中
間
市
の
代
表
と
し
て
、
福
岡

県
民
体
育
大
会
の
「
陸
上
競
技
」

に
出
場
す
る
選
手
を
募
集
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
期

日　

９
月
20
日
日

●
会

場　

み
や
こ
町
豊
津
陸

上
競
技
場（
京
都
郡
み
や
こ
町

国
分
１
２
０
５
）

●
申
込
締
切　

８
月
３
日
月

※
参
加
資
格
、
参
加
制
限
が
あ
り

ま
す
。

※
種
別
・
種
目
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
２
４

中
途
視
覚
障
害
者
へ
の

歩
行
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
視
覚

障
害
者

●
訓
練
内
容　

歩
行
訓
練
士
な
ど

が
自
宅
を
訪
問
し
、
手
引
き
歩

行
、
屋
内
歩
行
、
白
杖
歩
行
な

ど
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

目
的
地
を
設
定
し
て
の
訓
練
を

実
施

●
訓
練
期
間　

週
１
回
で
３
か
月

～
６
か
月
程
度

●
募
集
人
員　

１
人（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
面
接
な
ど
に
よ
り

緊
急
度
の
高
い
人
を
優
先
し
ま
す
）

●
訓
練
料　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

介
護
保
険
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
８
２

福
岡
県
職
員
募
集
民
間
企
業
等

職
務
経
験
者
採
用
試
験

●
受
験
資
格　

昭
和
49
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
55
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
21

年
６
月
末
日
現
在
に
、
民
間
企

業
な
ど
で
職
務
経
験
を
５
年
以

上
有
す
る
人

※
日
本
国
籍
で
は
な
い
人
、
地
方

公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る

人
、
現
に
福
岡
県
職
員
の
人
は

除
き
ま
す
。

●
試
験
区
分
・
採
用
人
数　

行
政

事
務
・
15
人
程
度

●
第
１
次
試
験　

９
月
６
日
日

●
受
付
期
間　

７
月
21
日
火
～
31

日
金

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込

み
は
７
月
28
日
火
ま
で
で
す
。

〇
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
人
事
委
員

会
事
務
局

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
５
６

薬
物
乱
用
防
止

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

　

薬
物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認
識

を
高
め
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
意

識
す
る
機
会
と
す
る
た
め
、
多
く

の
み
な
さ
ん
か
ら
薬
物
乱
用
防
止

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

福
岡
県
内
の
居
住

者
お
よ
び
学
校
企
業
な
ど
に
通

学
・
通
勤
し
て
い
る
人

●
課

題　

薬
物
乱
用
の
未
然

防
止
、
撲
滅
、
恐
ろ
し
さ
と
乱

用
に
よ
る
弊
害
を
訴
え
る
も
の

●
募
集
期
間　

８
月
10
日
月
～
９

月
７
日
月
・
当
日
消
印
有
効

●
用
紙
規
格　

四
つ
切
ま
た
は
Ｂ

３
版（
い
ず
れ
の
場
合
も
約
38

㎝
×
54
㎝
）、
紙
質
は
画
用
紙
ま

た
は
ケ
ン
ト
紙
に
類
す
る
も
の

で
、
色
彩
は
自
由

●
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

※
学
生
は
、
学
校
名
、
学
年
、
組

も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
点
数　

一
人
１
点
と
し
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

●
入
選
作
品　

○
福
岡
県
薬
物
乱

用
対
策
推
進
地
方
本
部
本
部
長

賞
・
１
点
○
優
秀
賞
・
２
点
○

審
査
員
特
別
賞
・
５
点
○
入
選
・

50
点
程
度

※
入
選
者
に
は
福
岡
県
知
事
か
ら

賞
状
お
よ
び
副
賞（
記
念
品
）が
授

与
さ
れ
ま
す
。
入
選
作
品
の
諸
権

利
は
主
催
者
に
帰
属
し
、
入
選
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
・
問
合
先　

遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所

　

〒
807
‐
０
０
４
６
水
巻
町
吉
田

西
二
丁
目
17
‐
７

　

☎（
２
０
１
）４
１
６
１

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
募
集
は
ポ
イ
ン
ト
方
式

と
し
て
、
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅

環
境
な
ど
の
困
窮
状
況
を
点
数
化

し
、
点
数
の
高
い
所
帯
か
ら
あ
っ

せ
ん
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
住
宅　

福
岡
県
内
に

所
在
す
る
県
営
住
宅

●
申
込
期
間　

７
月
27
日
月
～
８

月
４
日
火

※
８
月
４
日
の
消
印
ま
で
有
効
。

●
申
込
書
配
布
場
所（
７
月
24
日

か
ら
配
布
し
ま
す
）

〇
中
間
市
役
所
案
内（
本
館
１
階
）、

都
市
整
備
課
、
東
部
出
張
所

〇
北
九
州
県
営
住
宅
管
理
事
務
所

（
八
幡
西
区
則
松
三
丁
目
７
‐
１
）

●
問
合
先　

福
岡
県
建
築
都
市

部
県
営
住
宅
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
７
３
９

男
性
料
理
教
室

～
男
子
厨
房
に
入
り
ま
専
科
～

　

季
節
感
あ
ふ
れ
る
料
理
を
作
っ

て
、
モ
テ
る
お
父
さ
ん
を
め
ざ
し

ま
せ
ん
か
。

●
期

日　

８
月
22
日
～
12
月

12
日
の
毎
月
第
２
、４
土
曜
日

（
計
８
回
）

●
時

間　

午
前
10
時
～
午
後

１
時

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
定

員　

36
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
講
料　

４
、０
０
０
円
程
度

　
（
８
回
分
の
材
料
費
）

※
欠
席
な
ど
に
よ
る
材
料
費
の
返

還
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
講

師　

宗
心
扶
佐
子
さ
ん

（
管
理
栄
養
士
）

●
申
込
方
法　

講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
中
央
公
民
館
窓
口
で
も
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
込
締
切　

７
月
31
日
金
・
当

日
消
印
有
効

※
受
講
決
定
者
に
は
、
は
が
き
で
８

月
７
日
金
ま
で
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

〒
809
‐
０
０
１
４
蓮
花
寺
三
丁

目
１
‐
１

　

☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　

ＦＡＸ（
２
４
６
）０
２
７
７

くらしの

情報
くらしの

情報
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宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
格
試
験
を
開
催

●
試
験
日　

10
月
18
日
日

●
試
験
地　

福
岡
市
、
北
九
州

市
、
太
宰
府
市
、
久
留
米
市

●
受
験
申
込
書

○
配
布
期
限　

７
月
31
日
金

○
配
布
場
所　

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ク
エ
ス
ト（
小
倉
本
店
・
黒
崎

本
店
）

●
受
験
申
込
受
付
期
限　

７
月
31

日
金
・
当
日
消
印
有
効

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

財
団
法
人
福
岡
県

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
７
３
７
）８
０
１
３

平
成
21
年
度
障
害
者
職
業

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算
な
ど
を
効

果
的
に
利
用
し
、
日
常
業
務
を
円

滑
に
遂
行
で
き
る
技
術
を
習
得
し

ま
す
。

●
募
集
訓
練
科
名　

パ
ソ
コ
ン
習

得
科

●
訓
練
期
間　

９
月
３
日
木
～
11

月
30
日
月

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
講
。

●
応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
有
し
、
公
共
職
業
安

定
所
に
求
職
登
録
を
行
っ
て
い

る
人
で
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず

身
辺
処
理
が
で
き
る
人

●
定

員　

15
人

●
訓
練
場
所　

株
式
会
社
福
岡
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚

市
幸
袋
526
番
地
１
）

●
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
と
し
て
９
、４
０
０
円

程
度
必
要
で
す
。

●
入
校
選
考
日　

８
月
21
日
金
・

午
後
１
時
30
分
～

●
応
募
手
続　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

幡
の
障
害
者
職
業
相
談
窓
口
で

相
談
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

７
月
30
日
木

●
問
合
先　

国
立
県
営
福
岡
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎（
７
４
１
）５
４
３
１

就
労
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
由
で
就
学
を
猶
予

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に
、

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
認
定
試
験
を
行
い
、
合
格
者

に
高
等
学
校
入
学
資
格
を
与
え
る

も
の
で
す
。

●
受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ

た
人
で
、
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、

か
つ
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
に
満
15
歳
に
達
す
る
人
で
、

そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科

学
大
臣
が
認
め
た
人

③
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

16
歳
以
上
に
な
る
人（
①
お
よ

び
④
に
掲
げ
る
人
を
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

15
歳
以
上
に
な
る
人

●
試
験
日
時　

11
月
４
日
水
・

　

午
前
10
時
～

●
試
験
場
所　

吉
塚
合
同
庁
舎

●
受
付
期
間　

８
月
21
日
金
～
９

月
８
日
火
・
当
日
消
印
有
効

※
出
願
書
類
の
郵
送
を
希
望
す
る

人
は
、
角
型
２
号
の
返
信
用
封
筒

（
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を
明

記
し
、
200
円
切
手
を
貼
付
）を
同

封
し
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
願
書
請
求
・
問
合
先　

福
岡
県

教
育
庁
教
育
振
興
部
義
務
教
育

課
学
事
係

　

〒
812
‐
８
５
７
５
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
７
‐
７

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
０
９

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験

●
受
付
期
間　

７
月
14
日
火
～
22

日
水

●
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２

日
～
平
成
４
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
人

●
第
一
次
試
験
日　

９
月
13
日
日

※
受
験
案
内
や
受
験
申
込
書
は
、

最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

●
問
合
先　

福
岡
地
方
裁
判
所

事
務
局
人
事
課

　

☎
０
９
２（
７
８
１
）３
１
４
１

古
い
電
話
帳
を
回
収

資
源
の
再
利
用
に
ご
協
力
を

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保

護
の
立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の

回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
電
話
帳
を
配
達（
８
月
中
の
予

定
）の
際
、
古
い
電
話
帳
を
配
達

員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

も
し
渡
せ
な
か
っ
た
と
き
は
、

後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
紙
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９

有
料
広
告
欄

７月の祝日に伴うごみの振替日
　もえるごみとビン・カン収
集が、７月20日海の日の第３
月曜日になっている地区は、
収集します。

７月の祝日 ビン・カン（資源ごみ） もえるごみ

７月20日月海の日 収集します 収集します

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００
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自
衛
官
採
用
試
験
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

来
春
入
隊
・
入
校
予
定
の
自
衛

官
採
用
試
験
に
つ
い
て
、
係
員
が

個
別
に
説
明
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

○
７
月
16
日
木
・
午
後
６
時
～
８

時
・
中
央
公
民
館

○
７
月
17
日
金
・
午
後
５
時
～
７

時
・
八
幡
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
折
尾
分
館（
八
幡
西
区
北
鷹

見
町
13
‐
10
）

○
７
月
28
日
火
・
午
後
４
時
～
６

時
・
芦
屋
町
東
公
民
館（
芦
屋

町
緑
ケ
丘
４
‐
22 

）

●
内

容　

自
衛
隊
全
般
お
よ

び
各
募
集
種
目
別
説
明

●
対
象
者　

本
人
と
保
護
者

　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格

○
一
般
曹
候
補
生（
男
女
）
…
18

歳
以
上
27
歳
未
満

○
２
等
陸
・
海
・
空
士
…
18
歳
以

上
27
歳
未
満

○
航
空
学
生
…
高
等
学
校
卒
見
込

～
21
歳
未
満

○
看
護
学
生
…
18
歳
以
上
～
24
歳

未
満

●
問
合
先　

芦
屋
募
集
事
務
所

　

☎（
２
２
３
）０
９
８
１

産
地
偽
装
は

直
罰
に
な
り
ま
し
た

　

最
近
の
飲
食
料
品
の
原
産
地
な

ど
に
つ
い
て
、
悪
質
な
偽
装
表
示

事
件
が
多
数
発
生
し
て
い
る
状
況

で
、
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品

質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
５
月

30
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
原
産
地
に
つ
い

て
虚
偽
の
表
示
を
し
た
飲
食
料
品

を
販
売
し
た
人
に
対
す
る
罰
則
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
罰
則
内
容　

原
産
地
に
つ
い
て

虚
偽
の
表
示
を
し
た
飲
食
料
品

を
販
売
し
た
人
は
、
２
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
200
万
円
以
下
の

罰
金
、
法
人
は
１
億
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

九
州
農
政
局
福
岡

農
政
事
務
所
地
域
第
一
課

　

☎（
５
７
１
）３
６
２
３

海
上
技
術
学
校

体
験
入
学
を
開
催

　

国
土
交
通
省
が
所
管
す
る
学
校

で
、
優
秀
な
船
舶
運
航
技
術
者
の

育
成
を
目
的
と
し
、
海
と
船
を
フ

ィ
ー
ル
ド
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

海
運
界
や
そ
の
関
連
産
業
を
中

心
に
幅
広
く
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。

●
体
験
入
学
期
日

○
国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校（
佐
賀

県
唐
津
市
東
大
島
町
13
‐
５
）・

７
月
18
日
土
、
10
月
17
日
土

○
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校（
長

崎
県
南
島
原
市
口
之
津
町
丁
５

　

７
８
２
）・
７
月
20
日
�
、
９
月

19
日
土

●
入
学
試
験
日

○
推
薦
入
学
試
験
…
平
成
22
年
１

月
23
日
土

○
一
般
入
学
試
験
…
２
月
14
日
日

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先

　

国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校

　

☎
０
９
５
５（
７
２
）８
２
６
８

　

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

　

☎
０
９
５
７（
８
６
）２
１
５
１

〇日時…８月１日土、21日金、27日木・午
後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日～金曜日の午前９時～午後
５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…８月12日水・午前10時～午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　市民協働課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…８月１日土、21日金・午後３時～
５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～４時…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　こども育成課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館 2 階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 � 階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）

有
料
広
告
欄

インプラント治療が快適な人生をサポートする

DENTAL
IMPLANT
CENTER
DENTAL
IMPLANT
CENTER

インプラントセンター長　中島 幹雄
（社）日本口腔外科学会認定 口腔外科専門医

最新の医療設備で安心できるインプラント治療を!!
インプラント治療費１本 367,500 円（税込）より保険適用外です。
インプラントで 「自分の歯」 を取り戻してみませんか？

何でも美味しく食べたい。 家族 ・ 友人との会話を楽しみたい。
入れ歯でお困りの方で歯の健康を守りたいと思っているあなた…

〒807-0051　遠賀郡水巻町立屋敷１丁目２-１
TEL ０９３-２０２-２４１８ （直通）　FAX ０９３-２０３-２２２１
http://www.dental-imp. jp/mizumaki_ic/

◆ 

有
料
広
告
掲
載
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

 

総
務
課
広
報
広
聴
係
☎
（
２
４
６
）
６
２
７
１
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中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

特
定
健
診
は
お
済
み
で
す
か 

　

基
本
健
診
が
廃
止
さ
れ
、
平
成

20
年
度
か
ら
新
た
に
特
定
健
診
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
健
診
で
は
、
肥
満
に
よ
る

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
高
血
圧
・
高

血
糖
・
脂
質
異
常
症
、
さ
ら
に
は

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引

き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、
新
た
に
腹

囲
測
定
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
な
た
も
健
診
を
受
け
て
、

身
体
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
ヘ
ル

シ
ー
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。

　

健
診
の
結
果
、
必
要
に
応
じ
て

医
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
が
個
別

に
生
活
習
慣
改
善
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
習
慣
改
善
・
食
習

慣
改
善
の
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
健
康
づ
く
り
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
４
月
20
日
に
送
付
し
た

「
申
込
は
が
き
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
は
医
療
保
険
者

に
、
生
活
保
護
受
給
者
は
保
護
課

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

集
団
健
診
の
受
診
者
募
集

　

よ
り
多
く
の
人
に
受
診
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
８
月
の
集
団
健
診

の
申
し
込
み
期
間
を
延
長
し
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
健
診
日　

８
月
20
日
木
、

　

21
日
金

●
申
込
締
切　

７
月
16
日
木

※
健
診
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
９
月
の
集
団
健
診
の
申
し
込
み

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
実
施
し
て
い
ま
す

　

中
間
市
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で

乳
幼
児（
４
か
月
、
７
か
月
、
１
歳

６
か
月
、
３
歳
児
）健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

健
診
対
象
者
に
は
封
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
乳
幼
児
健
診
に
は

た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
が
待
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
欠
席
す
る
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

健
診
日
は
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
「
健

診
日
い
つ
か
な
」
と
思
っ
た
と
き

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
の

受
付
時
間
を
延
長
し
ま
し
た

　

子
ど
も
の
急
な
病
気（
発
熱
、
下

痢
、
嘔
吐
な
ど
）の
相
談
を
受
け
て

い
る
、
福
岡
県
小
児
救
急
医
療
電

話
相
談
の
受
付
時
間
が
６
月
１
日

か
ら
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
付
時
間　

午
後
７
時
～
翌
日

の
午
前
７
時

●
相
談
番
号　

☎
＃
８
０
０
０

　

胃
の
粘
膜
に
で
き
る
悪
性
腫

瘍
を
胃
が
ん
と
い
い
ま
す
。

　

胃
が
ん
に
か
か
る
人
の
傾
向

は
40
歳
以
降
に
顕
著
に
な
り
、

男
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
に
発
症

す
る
が
ん
で
最
も
多
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
塩
分
の
過
剰
摂
取

や
、喫
煙
習
慣
が
あ
る
場
合
、「
ピ

ロ
リ
菌
」
と
い
う
細
菌
に
感
染

し
て
い
る
場
合
に
、
胃
が
ん
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

　

胃
が
ん
は
早
期
に
は
無
症
状

の
こ
と
が
多
く
、「
胃
部
不
快
感
」

や
「
胸
や
け
」「
食
欲
不
振
」
が

み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

放
置
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
進

行
す
る
と
、「
食
欲
不
振
」
が
進

み
、「
体
重
減
少
」「
お
な
か
の

張
り
や
痛
み
」「
コ
ー
ヒ
ー
色
の

血
を
吐
く
」「
便
に
血
が
混
じ
る
」

「
黒
い
便
が
で
る
」
な
ど
の
症
状

が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
胃
が
ん
の
治
療
法
は
進

歩
し
て
い
る
た
め
、
様
々
な
選
択

肢
が
あ
り
ま
す
。
転
移
が
な
い

と
考
え
ら
れ
る
早
期
の
胃
が
ん

に
対
し
て
は
、
開
腹
す
る
こ
と

な
く
内
視
鏡
で
治
療
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
転
移
の
可
能
性

が
あ
る
が
ん
で
は
、
開
腹
手
術

に
よ
る
切
除
が
必
要
で
す
。
手

術
の
ほ
か
に
も
一
部
の
早
期
が
ん

に
対
し
て
内
視
鏡
治
療
が
行
わ

れ
ま
す
。
ほ
か
に
抗
が
ん
剤
治

療
、
放
射
線
治
療
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

胃
が
ん
は
、
早
期
で
あ
る
ほ

ど
治
り
や
す
く
、
体
へ
の
負
担

が
少
な
い
内
視
鏡
治
療
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
早

期
の
う
ち
に
発
見
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
定
期
的
に
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

一
般
の
胃
が
ん
の
検
診
で
は

「
胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
」
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
早
期
の
小
さ
な
が

ん
は
写
り
に
く
く
、
発
見
が
難

し
い
た
め
、「
内
視
鏡
検
査
」
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

症
状
が
出
る
前
に
、
40
歳
に

な
っ
た
ら
一
度
、
内
視
鏡
検
査
を

受
け
、
そ
の
後
も
１
～
２
年
に
一

度
は
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

胃がん

23

産業医科大学第３内科

本間雄一医師
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0
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2
0

3
0
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7
0
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6
0
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5
0
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代
4
0
歳

代
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1976

10 20

11.5

12.0

25.9

21.8

20.7

300
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計

70 歳代

60 歳代

50 歳代

40 歳代
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2402

9544

1752

1069

122

208

1114

513

1957

10 20

11.4

11.9

25.8

21.4

20.5

30％

人

0

対象者数

受診者数

受診率

■
４
月
か
ら
の
乳
幼
児
健
診
の

　

協
力
医
療
機
関

坂
口
小
児
科
医
院
、
木
村
小
児
科
医
院
、

冨
岡
医
院
、
萩
本
医
院
、
山
下
医
院
、
岩

尾
内
科
医
院
、
む
た
医
院
、
葉
医
院
、
中

間
市
立
病
院
、、
産
業
医
科
大
学
病
院
、

九
州
厚
生
年
金
病
院
、
北
九
州
市
立
八
幡

病
院（
順
不
同
）

平成20年度　特定健診実施状況
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人権・みんなの幸せを願う集い
〜 講演の夕べ 〜

■ 講師プロフィール ■
　1934年埼玉県さいたま市生まれ。立教大学文学部
英文科卒業後、1957年にニッポン放送に入社。1971年、
13年間のアナウンサー生活ののちフリーに転じる。退
社後は、「３時のあなた」「おはよう！ナイスデイ」な
どワイドショーの事件リポーターとして活躍。なかで
も「現場から東海林のり子がお伝えします」で有名。
1995年に起こった阪神淡路大震災のレポートをきっ
かけに、テレビ朝日「ワイド・スクランブル」のコメ
ンテーターになる。
　その後は、テレビ・ラジオ・携帯サイトなどで幅広
く活動。また、Ｘ‐ＪＡＰＡＮの熱狂的なファンで
知られ、以後音楽業界に関しても深い関わりを持ち、
いまだライブ会場に足を運ぶことから若者にも絶大
な支持を受けるようになり、「ロックの母」との愛称
もついた。近著に「東海林のり子の人生ＹＥＳの法則」
「まけるなしんちゃん “阪神大震災の子どもたち ”」な
どがある。

● 日 時　７月24日金・午後６時20分～８時
（受付は５時50分～）

● 場 所　なかまハーモニーホール

　いじめ問題、家庭内の問題、差別問題などの
相談に、人権擁護委員が応じる特設人権相談
所を毎月１回開設しています。相談は予約不要、
無料で秘密は固く守られますので、お気軽にご
相談ください。
●開設日　毎月第２水曜日
●時 間　午後１時30分～３時30分
※８月の相談は第３水曜日の19日です。
●場 所　人権のまちづくりセンター

●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）３５１１

特設人権相談所を開設します

入場無料

講師　東
し ょ う じ

海林のり子さん

テーマ
「いきいき人生のために」

～人にやさしく～

Topic ＆ Information 私
一
人
の
力
で
は
、
い
じ
め
や

差
別
は
な
く
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
い
じ
め
が
な
く
な
る

た
め
に
は
何
人
も
の
力
が
必
要
だ

と
、私
は
思
い
ま
す
。一
人
の
力
で
、

い
じ
め
が
小
さ
く
な
る
こ
と
は
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、だ
か
ら
と
言
っ
て
、「
と

め
る
仲
間
が
い
な
い
し
…
」
と
か
、

「
と
め
た
ら
自
分
も
い
じ
め
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
と
め
な
い
」

と
い
う
の
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
、
そ
ん
な
気
持
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
と
だ
れ
一
人
、
い

じ
め
を
と
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
で
も
、
一
人
で
い
じ

め
を
と
め
る
の
は
難
し
い
こ
と
で

す
。
ほ
ん
の
少
し
で
い
い
か
ら
、

勇
気
が
必
要
な
ん
だ
な
ぁ
と
、
私

は
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に

は
、
相
手
の
個
性
を
認
め
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

差
別
は
、「
あ
の
人
は
、
あ
れ
が
で

き
な
い
か
ら
」「
あ
の
人
は
、
頭
が

悪
い
か
ら
」
な
ど
、
人
と
比
べ
て

何
か
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

差
別
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
理
由
で
差
別

す
る
の
は
、
お
か
し
い
と
思
い
ま

す
。
差
別
を
し
て
い
る
人
も
で
き

な
い
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
な
の
に
、
あ
の
人
は
あ

れ
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
差

別
す
る
の
は
、
絶
対
に
お
か
し
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

最
近
、「
い
じ
め
や
差
別
で
、
自

ら
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
」
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、
よ
く
目
に
し

ま
す
。
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た

こ
と
が
あ
る
人
は
と
て
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
み
ん
な
そ
ん
な
ニ
ュ

ー
ス
を
見
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
い

じ
め
や
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

い
じ
め
や
差
別
の
せ
い
で
、
命

ま
で
落
と
し
て
い
る
人
が
い
る
の

に
、
な
ぜ
い
じ
め
や
差
別
は
な
く

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

い
じ
め
や
差
別
な
ん
か
し
て
、

人
は
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
楽

し
く
な
ん
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
を
い
じ
め
て
の
楽
し
み
や
人
を

差
別
し
て
の
楽
し
み
な
ん
て
、
許

せ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
楽
し
み
よ
り
、

人
の
命
の
方
が
、
よ
っ
ぽ
ど
大
切

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
い
じ
め
や
差
別

を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
一
人

の
小
さ
な
勇
気
を
も
っ
と
大
切
に

し
て
、
い
じ
め
や
差
別
が
な
く
な

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「いじめや差別をなくすために」
福丸　美鈴さん

（中間北小学校６年）

平成20年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

ありがとう　心を繋ぐ　合言葉
 　　中間東中学校３年 畑瀬　綾香さん
やさしさは　しあわせはこぶ　はいたつびん
 　　中間南中学校１年 中島　寛子さん
ともそうよ　やさしい光　みんなにね
 　　中間北小学校６年 白橋　響　さん

人　権　標　語



18

お便りコーナー
VOICE
the people

of
あなたの声を送っちゃらんね！

このコーナーでは、市民のみなさんからお寄せいただいた質問や意見、提案などを掲載しています

■お便りコーナー■

当
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

は
、
現
在
一
部
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
名
を
紹
介
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
許
容

範
囲
内
で
、
中
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
関
係
者
の

活
動
内
容
な

ど
の
一
覧
を
、

掲
載
す
る
よ

う
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
協
働
課

　

☎（
２
４
６
）２
１
８
４

　
　
　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
リ
ス
ト
が

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
で
き
な
い           

（
62
歳
・
男
性
）

答 問
古
紙
類（
新
聞
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
、
雑
誌
）の
資
源
回
収

は
、市
内
の
各
町
内
会
、子
ど
も
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
な
る
資
源

回
収
登
録
団
体（
平
成
21
年
度
は
77

団
体
）に
よ
っ
て
年
間
を
通
じ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
側
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
で
の
廃
品
回
収
の
日
時
・
場
所

な
ど
を
正
確
に
は
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
お
問
い
合
わ
せ

が
あ
れ
ば
、
地
区
の

回
収
団
体
代
表
者
の
連
絡
先
を
お

教
え
し
、
直
接
確
認
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
区
の
廃
品
回
収
日

に
間
に
合
わ
ず
早
急
に
古
紙
類
を

処
分
し
た
い
場
合
は
、
も
え
る
ご
み

用
指
定
ひ
も
を
販
売
店
で
購
入
し

て
い
た
だ
き
、
種
類
ご
と
に
く
く
っ

て
、
そ
の
地
区
の
も
え
る
ご
み
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら

の
古
紙
類
も
、
し
っ
か
り
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

環
境
保
全
課

　

☎（
２
４
５
）５
３
０
０

　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
古
紙
の
回
収
場
所
・
日
時
を
市
民
に

　
　
　

分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
ほ
し
い              

（
28
歳
・
女
性
）

答 問

現
在
、
中
間
市
で
は
、
国

が
所
有
し
て
い
る
遠
賀
川

の
河
川
敷
を
利
用
し
て
、
運
動
場

や
ラ
グ
ビ
ー
場
・
野
球
場
な
ど
を
整

備
し
、
多
く
の
人
々
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
っ
と
、
休
憩

室
や
観
覧
席
な
ど
が
あ
る
立
派
な

運
動
公
園
に
し
た
い
の
で
す
が
、
毎

年
、
た
く
さ
ん
の
雨
が
降
っ
た
と
き

は
、
川
が
増
水
し
、
す
べ
て
が
水
に

つ
か
り
ま
す
の
で
、
そ
の
様
な
立
派

な
公
園
に
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
下
大
隈
近
く
の
遠
賀
川
の

中
に
古
墳
が
あ
っ
た
り
、
珍
し
い
小

鳥
や
動
物
が
住
ん
で
い
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
植
物
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い

る
「
中
島
」
と
い
う
島
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
持
主
で
あ
る
国
土

交
通
省
が
、
こ
の
中
島
の
自
然
を

残
し
な
が
ら
川
の
水
の
流
れ
を
良

く
し
、
洪
水
を
な
く
す
た
め
に
工

事
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

　

み
ん
な
が
こ
こ
で
自
然
に
親
し

み
な
が
ら
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
場
所
を
作
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
２
４

家
の
ま
わ
り
で
、
遊
ん
で
い
る
と
ボ
ー
ル
が
川
や
ド
ブ
、

　
　
　

田
ん
ぼ
や
工
場
に
入
っ
た
り
、
落
ち
た
り
す
る
の
で

　
　
　

遠
賀
川
に
運
動
公
園
を
作
っ
て
ほ
し
い        

（
10
歳
・
女
性
）

答 問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
は
、

こ
れ
ま
で
も
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
構
築
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
を
み
な
さ
ん
に
理
解

し
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も

情
報
発
信
は
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
、
現
在
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
よ
り
細
か
な
情
報
掲
載
、
更

新
を
す
る
な
ど
し
て
充
実
を
図
り
、

理
解
と
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
も
調
査
、
研
究
を
続
け
、
情
報

の
共
有
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
協
働
課

　

☎（
２
４
６
）２
１
８
４

　
　
　

特
定
団
体
の
活
動
や
行
事
発
表
な
ど
情
報
交
流
す
る

　
　
　

場（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
）が
な
い           

（
62
歳
・
男
性
）

答 問
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こんなまちに住みたい、
あんなまちにして欲しい。
みなさんの声が、たくさん届きました ――。

■ Voice of the people ■

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
広
報
な
か
ま
８
月
10
日

号
で
掲
載
し
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」

で
は
、
多
く
の
意
見
や
提
案
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

市
政
へ
の
関
心
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
ど
う
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

か
は
私
た
ち
の
命
題
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

開
設
し
て
か
ら
随
分
時
間
が
経
過

し
て
お
り
、
現
在
流
通
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
に
比
べ
、
旧
式
の
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
な
ど

は
、
外
部
委
託
を
せ
ず
に
職
員
が

手
掛
け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
仮

に
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
長
へ

の
手
紙
を
新
シ
ス
テ
ム
と
し
て
メ
ー

ル
方
式
の
も
の
で
導
入
す
る
と
な
る

と
、
職
員
が
講
じ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
で
は
、
専
門
家
が
講
じ
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
比
べ
、
万
全
の
も
の
と

は
言
い
き
れ
ま
せ
ん
。
投
稿
者
の
住

所
や
名
前
な
ど
の
個
人
情
報
を
保

護
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
万
全

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
情

報
の
漏
洩
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
に
は
、
外
部
委

託
に
よ
る
専
門
家
の
作
業
が
必
要

な
た
め
多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す
。

　

現
在
中
間
市
で
は
、
行
財
政
改

革
の
実
施
に
よ
り
、
新
規
事
業
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
費
用
対

効
果
な
ど
を
考
慮
し
優
先
順
位
を

設
け
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

何
が
最
も
有
益
と
な
る
の
か
を
見

極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
現
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
メ
ー
ル
方
式
の
シ
ス

テ
ム
導
入
は
検
討
せ
ず
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
る
各
課
ご
と

に
設
け
ら
れ
た
問
い
合
わ
せ
用
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
実
情
に
最
も
詳
し
い
担
当
課

に
提
案
や
要
望
を
行
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
際
に
は

ご
提
案
い
た
だ
い
た
市
長
へ
の
手
紙

を
メ
ー
ル
化
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
市
民
参
加
型
市
政
の
確
立

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
先　

総
務
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
７
１

答 　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
メ
ー
ル
方
式
に
よ
る

　
　
　

｢

市
長
へ
の
手
紙｣

を
制
度
化
し
て
ほ
し
い     

（
62
歳
・
男
性
）

問

中
間
市
は
、
平
成
７
年
度

か
ら
本
格
的
に
下
水
道
工

事
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
末
で
普
及
率
は
約

60
％
と
な
り
、
約
１
１
、８
９
０
世

帯
が
水
洗
化
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
毎
年
11
億
円
の
事
業
予

算
を
使
い
、
年
間
約
４
％
（
700
～
800

世
帯
）の
普
及
率
向
上
に
向
け
、
中

間
市
全
域
を
下
流
か
ら
順
次
、
事

業
展
開
し
、整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

水
洗
化
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
み

な
さ
ん
の
た
め
に
も
、
一
年
で
も
早

く
整
備
で
き
る
よ
う
に
鋭
意
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
先　

下
水
道
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
５
６

　
　
　

早
く
水
洗
ト
イ
レ
を

　
　
　

使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い                     

（
68
歳
・
女
性
）

答 問
毎
年
、「
あ
き
地
等
に
繁
茂

し
た
雑
草
等
の
除
去
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
ま
ち
の
美

観
維
持
と
生
活
環
境
の
保
全
の
た

め
、
土
地
の
所
有
者（
も
し
く
は
管

理
者
）に
次
の
よ
う
に
連
絡
を
し
て

除
草
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
市
内
在
住
の
場
合
は
、
戸
別
訪
問

や
電
話
、
往
復
は
が
き
で
通
知

②
市
外
な
ど
の
遠
方
在
住
の
場
合

は
、
主
に
往
復
は
が
き
で
通
知

　

ま
た
、
当
市
で
は
、
土
地
の
所

有
者
に
対
し
て
適
切
な
維
持
管
理

を
滞
り
な
く
円
滑
に
進
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
除
草
業
者
な
ど
の
あ

っ
せ
ん
や
窓
口
で
草
刈
機
の
無
料
貸

出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
が
除
草
業
者
に

依
頼
し
て
い
る
場
合
、
８
月
は
毎

年
市
内
各
地
の
除
草
の
繁
忙
時
期

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
除
草
時
期
が

遅
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

お
困
り
の
場
合
は
環
境
保
全
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

環
境
保
全
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
６
５

　
　
　

無
人
宅
地
に
生
え
た
草
の

　
　
　

除
草
を
し
て
も
ら
い
た
い                        

（
82
歳
・
男
性
）

答 問
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作り方
①�アジは骨を除いて包丁でたたくように
して刻む。玉ねぎとしょうがはみじん
切り、山芋は粗いみじん切りにする
②�ボウルに①を入れ、みそを加えてよく
混ぜ合わせた後、片栗粉を加え、よく
練り、１人３個ずつに分ける
③�青しその葉の裏側に茶こしで小麦粉を
振り、その上に②を乗せ、表面を平ら
にして形を整える混ぜる
④�フライパンにサラダ油を熱し、最初に
青しその面を上に向けて焼く。色がつ
いたら裏返して、青しそを焦がさない
ようにさっと焼く
⑤�もやしをさっと茹で、フライパンで軽
く炒め、塩こしょうする
⑥�皿にサラダ菜を敷き、④を乗せ、くし
型に切ったトマトともやしのソテーを
盛り合わせる

アジ（３枚おろし皮なし）…240ｇ、玉ねぎ
…80㌘、山芋…60㌘、しょうが…１片、み
そ…大さじ２、片栗粉…小さじ１強、青しそ…
12枚、小麦粉…小さじ１強、サラダ油…小さじ
２、サラダ菜…１株、トマト…１個、もやし
…１/２袋、サラダ油・塩・こしょう…少々

アジの青しそ
ハンバーグ

材　料（４人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）

Cooking
今月のおすすめ料理

❖ 

平
和
通
り
商
業
組
合

　

 

川
柳
大
会
の
作
品
を
募
集

　

平
和
通
り
商
業
組
合
で
は
、
川
ま
つ

り
協
賛
で
川
柳
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
川
ま
つ
り
」「
夏
」。

　

優
秀
作
品
に
は
賞
品
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
奮
っ
て
投
稿
し
て

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

８
月
10
日
月

●
投
稿
場
所　

た
つ
み
や
衣
料
品
店
横

　
（
中
間
四
丁
目
５
‐
３
）

※
投
稿
場
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
備
え
付
け
の
投

稿
箱
に
投
函
く
だ
さ
い
。

●
展
示
日
時　

８
月
15
日
土
・
正
午
～

●
展
示
場
所　

コ
ス
モ
ス
眼
科
前

　
（
中
間
三
丁
目
１
‐
13
）

●
問
合
先　

岡
部
携
帯

　

☎
０
９
０（
８
９
１
０
）７
９
５
６

❖ 

長
津
龍
神
山
笠
ま
つ
り

　

今
年
も
龍
神
山
笠
が
勢
い
よ
く
駆
け

巡
り
ま
す
。
勇
壮
な
姿
を
ぜ
ひ
一
度
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
で
す
。

●
日

時　

７
月
25
日
土
・
午
後
４

時
～

※
午
後
４
時
か

ら
10
時
ま
で
、
山

本
園
か
ら
イ
ベ
ン

ト
広
場
の
間
は

歩
行
者
天
国
と

な
り
ま
す
。

●
場

所　

昭
和
町
イ
ベ
ン
ト
広
場

●
内

容　

太
鼓
の
競
演
、
大
ビ
ン

ゴ
大
会
、
目
玉
商
品
販
売
、
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
、
夜
店
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

●
問
合
先　

松
本
宅

　

☎（
２
４
５
）２
８
９
２

❖ 

福
岡
県
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業

　

 

体
力
・
運
動
能
力
測
定
会
を
開
催

　

タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業
の
一
次
選
考
会

を
兼
ね
た
体
力
・
運
動
能
力
測
定
会
を

行
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
体
力
・

運
動
能
力
評
価
表
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
体
力
作
り
の
一
環
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

７
月
22
日
水
・
午
前
10

時
～
午
後
４
時
30
分（
受
付
締
切
は

４
時
）

●
場

所　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対

象　

小
学
４
年
生
～
中
学
１

年
生

※
ほ
か
の
学
年
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

運
動
が
で
き
る
服

装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
な
ど

●
問
合
先　

福
岡
県
立
ス
ポ
ー
ツ
科

学
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
６
１
１
）１
７
１
７

❖ 

八
幡
工
業
高
等
学
校
学
校
開
放
講
座

　
 

洞
南
健
児
教
室
を
開
催

　

も
の
づ
く
り
や
パ
ソ
コ
ン
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
、
私
た

ち
八
工
生
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

●
日
時
・
講
座
名

①
８
月
４
日
火
・
午
前
９
時
～
正
午

　

ち
ょ
っ
と
ス
テ
キ
な
笛
づ
く
り

②
８
月
19
日
水
・
午
前
10
時
～
正
午

　

パ
ン
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
８
月
26
日
水
・
午
前
10
時
～
正
午

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
も
の
づ
く
り

●
定
員
・
対
象

①
10
人
・
小
中
学
生

※
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
。

②
15
人
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

③
10
人
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　

い
ず
れ
も

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

氏
名
、性
別
、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
、
希
望
講
座
名
を
記
入
の

う
え
往
復
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

※
保
護
者
が
同
伴
の
場
合
は
、
保
護
者

の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
続
柄
も
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

７
月
31
日
金

●
申
込
・
問
合
先　

八
幡
工
業
高
等
学
校

　

〒
806
‐
０
０
６
８
八
幡
西
区
別
所
町

１
‐
１

　

☎（
６
４
１
）６
６
１
１



豆知識！役

に立つ
ステレオのスピーカーをブロックやレンガの上に置くと音質・音響効果がアップする。

エネルギー157㎉　食塩1.6ℊ

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば
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●日 時　７月28日火・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ぞうくんのさんぽグループ

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●

うわさのがっこう　へんなえんそくのうわさ
きたやまようこ・作

　「うわさのがっこう」の子どもた
ちは、森にいろんな音や色を探し
に出かけました。みんなはたくさ
んの音を集めて、スケッチブック
にかきました。そして木に隠れる
ようにじっとしていた、ひらがなの
「む」を見つけて…。

奇縁まんだら　続
瀬戸内寂聴・著

　生きるとは、人との出逢い。奇
なる縁の不思議さと幸せ。開高健、
有吉佐和子、中上健次、島尾敏雄
など、今や歴史上に名を止めた偉
大な作家たちの記憶をつづる。「日
本経済新聞」連載をまとめて単行
本化。

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

▶地球温暖化の影響なのでしょうか、暑い日が続いたり、季節
はずれの雪が降ったりするなど、世界中で起こっている異常気
象は地球が悲鳴をあげているように思えます。これからは私た
ち一人ひとりが、便利さと快適さに慣れてしまっている生活か
ら、少しずつでも地球のことを考えた生活にシフトしていくこ
とが大切ではないでしょうか。���������������������������������������������������（謙）

編集
後記

❖ 

「
夏
休
み
子
ど
も
の
緑
の
教
室
」

　

 

参
加
者
募
集

　

小
中
学
生
を
対
象
に
、「
夏
休
み
子

ど
も
の
緑
の
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
体
験
学
習
と
し
て
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
・
会
場

○
８
月
２
日
日
・
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

○
８
月
９
日
日
・
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

○
８
月
22
日
土
・
北
九
州
市
立
総
合
農

事
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
南
区
横
代
東
町

一
丁
目
６
‐
１
）

○
８
月
23
日
日
・
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

●
時

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
内

容　

樹
木
観
察
と
木
工
体
験

な
ど

●
対

象　

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
募
集
人
数　

各
会
場
30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
参
加
料　

300
円（
材
料
費
）

●
申
込
方
法　

子
ど
も
の
氏
名
、
学
年
、

保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
日
、
子
ど
も
の
緑
の
教
室

参
加
希
望
と
記
入
の
う
え
往
復
は
が

き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

７
月
20
日
�
・
必
着

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
緑
化
セ
ン

タ
ー

　

〒
839
‐
１
２
１
３
久
留
米
市
田
主
丸

町
益
生
田
１
１
２
５

　

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

❖ 

第
11
回
西
日
本
新
聞

　

 

福
岡
県
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
福
岡
県
内
在

住
の
金
婚
夫
婦
を
祝
福
・
表
彰
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日

時　

10
月
４
日
日
・
午
後
１

時
～

●
場

所　

北
九
州
国
際
会
議
場

　
（
小
倉
北
区
浅
野
三
丁
目
９
‐
30
）

●
対

象　

昭
和
34
年
に
結
婚
し
、
今

年
50
周
年
を
迎
え
る
福
岡
県
内
在
住

の
夫
婦
。

※
結
婚
50
周
年
が
過
ぎ
た
人
で
、
同
表

彰
式
に
参
加
し
て
い
な
い
人
も
参
加
で

き
ま
す
。
な
お
証
明
書
類
は
不
要
で
す
。

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お

届
け
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　

８
月
20
日
木
・
必
着

●
参
加
記
念　

記
念
品
と
記
念
写
真

※
参
加
料
や
記
念
写
真
代
は
無
料
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

西
日
本
新
聞
金
婚

夫
婦
表
彰
式
事
務
局

　

〒
810
‐
８
７
２
１
福
岡
市
中
央
区
天

神
一
丁
目
４
‐
１

　

☎
０
９
２（
７
１
１
）５
１
１
３

平成 20 年９月 28 日生（星ヶ丘）

　いつもニコニコな緋奈ち
ゃん。真くんと仲良く元気
に大きくなってね。

吉
よ し む ら

村　 緋
ひ な の

奈 乃 ちゃん
平成 20 年８月９日生（中央一丁目）

　ニコニコ元気に毎日楽し
く遊ぼうね。

田
た な か

中 李
り く

空 ちゃん
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■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約31円です

俳　

句

永
山　　
篁　

選

中
味
に
は
私
が
詰
ま
る
ボ
ロ
鞄

	

中
間
三
丁
目	

古　

野　

つ
と
む

見
え
張
っ
た
庭
木
の
手
入
れ
歳
に
泣
く

	

弥
生
一
丁
目	

嶋　

田　

三　

郎

お
し
ゃ
べ
り
も
明
日
の
糧
と
老
い
同
志

	

通
谷
五
丁
目	

濱　

下　

ス
ミ
エ

温
か
い
飯
と
味
噌
汁
あ
れ
ば
よ
い

	

中
間
三
丁
目	

仰　

木　

孝　

子

こ
ん
な
時
あ
な
た
が
い
る
と
救
わ
れ
る

	

通
谷
四
丁
目	

平　

田　

照　

子

シ
ベ
リ
ア
に
果は

つ
べ
か
り
し
を
生
か
さ
れ
て
米
寿
の
祝
い
頂
き
に
け
り

	

深
坂
一
丁
目	

浜　

口　

秋　

雄

戦
い
に
召
さ
れ
し
時と

き

よ代
も
古ふ

り
に
つ
つ
病や

ま

い気
に
逝
き
し
夫つ

ま

ぞ
恋こ

ほ
し
も

	

通
谷
四
丁
目	

一　

色　

ト
モ
子

面お
も

あ
げ
て
は
れ
ば
れ
と
見
よ
桜
花
夫つ

ま

逝
き
て
は
や
五い

つ
と
せ年
の
春

	

太
賀
三
丁
目	

山　

田　

さ
ち
子

自
転
車
を
漕こ

ぎ
て
若
葉
の
な
か
を
来く

も
幼
の
ス
カ
ー
ト
朝
日
に
躍お

ど

り

	

垣
生　

	

勝　

原　

た
か
子

納
屋
の
戸
の
開あ

く
を
待
ち
か
ね
親
つ
ば
め
一
目
散
に
朝
空
へ
飛
ぶ

	

砂
山	

長　

野　

稔　

美

法
要
の
あ
と
の
談
笑
春
惜
し
む

	

上
底
井
野	

島　

津　

貞　

子

陶す
え

乾
く
日
和
の
つ
づ
く
麦
の
秋

	

太
賀
一
丁
目	

中　

山　

富　

子

住
み
付
き
し
蛇
と
今
年
の
顔
合
わ
す

	

長
津
二
丁
目	

松　

井　

倭　

枝

続
け
打
つ
メ
ー
ル
に
疲
れ
新
茶
汲
む

	

土
手
ノ
内
二
丁
目	

小　

田　

敏　

子

垂た

ら

ち

ね

乳
根
の
母
の
思
ひ
出
花は

な

う

づ

き

卯
木

	

長
津
二
丁
目	

安　

倍　

砂　

子

川　

柳

　

  

小
崎
国
雄　

選

扌
高
橋
允
子
さ
ん
（
七
重
町
）・
作

■ 「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

今回の特集のテーマはエコ。写真は、水を張ったたらいに足を浸し、足もと
から涼をとるという昔ながらの生活をイメージしてみました。身近にできる
ことから、少しでも地球にやさしいことを始めてみませんか。

表紙
説明

短　

歌

岡
部
嘉
明　

選

中
間
市
歌
人
協
会


